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1､はじめに

擦文文化とは､北海道を中心とした地域で,本州における奈良 ･平安時代または飛鳥から

平安時代とほぼ同時期に展開した文化であり､その特徴は表面に刷毛目による調整痕をもつ

擦文土器の使用に代表される｡擦文時代の時代区分はこの擦文土器の編年によって行われて

いる｡擦文時代は､それに先行する続縄文時代の終わる7世紀 (北海道埋蔵文化財センター,

1992)ないしは8-9世紀 (石川,1996)にはじまり､12- 13世紀 (石川,1996)に終わ

ると考えられている｡

これまで､擦文時代の年代は､遺跡で確認されるB-Tm火山灰 (930年代)(Ishizuka,2003)
や､擦文土器の型式編年によって決められてきた｡しかし相対年代だけでは､擦文時代の開

始年代や終末年代を決定づけることが難しい｡そこで本研究では､擦文時代の年代を､1℃

年代測定法という自然科学的な手法を用いて探究することを目的とした｡擦文時代の遺物に

対する 14C 年代測定結果はこれまでにもいくつか報告されているが､北海道の海洋性起源の

遺物について海洋リザーバー効果の影響があることが報じられている (Yonedaetal.,2001)0

北海道ではこれまでに多くの博文時代の遺跡 (住居跡など)が調査されており､その概要

が報告されている｡これらの発掘による出土遺物から､擦文文化の人々の生業がどのような

ものであったかがわかるが､海岸部の貝塚遺跡などからは海獣類 ･魚類の遺骸がまとまって

出土し､内陸の遺跡では住居内のかまどや炉､住居外の焚き火跡などからはサケ属を中心と

した焼骨が検出されている｡つまり､擦文時代の人々の生活が内陸においても沿岸部におい

ても漁労に依存していた割合が高く､食物の残液などの土器付着炭化物に海産物起源の炭素

の影響が現われることが考えられる｡実際に､道南の沿岸部に位置する矢不束3遺跡から出
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土した擦文土器の付着炭化物の 14C 年代測定結果が報告されているが､約750年のリザーバ

←効果が確認されている (小田ほか,2005)｡そこで本研究では海産物への依存性が相対的に

低いと考えられる内陸部の上川盆地 (旭川市周辺)に位置する擦文遺跡から出土した土器の

付着炭化物について 14C 年代測定を行った｡また､陸生植物の示す年代値と比較するために､

同じく擦文時代の遺跡である天塩郡豊富町豊里遺跡の植物遺体の年代測定も合わせて行った｡

2､測定試料

測定した資料の一覧をTablelに示すo北海道旭川市の資料については､神居古滞遺跡群

などの擦文時代の遺跡から出土した土器の付着炭化物計 14点の 14C 年代測定を行った｡天

塩郡豊里遺跡からは､竪穴住居中から出土した炭化ソバ1点 (TTSO)と､炭化繊維1点

(TTSE)の計2点を14C 年代測定の資料とした｡資料が出土した遺跡の位置をFig.1に示す｡

Fig.1 測定試料とした遺物の出土遺跡

Tablel測定試料一覧

考古年代 AAA処理後の収率(%)資料名 試料の種類 (採取部位)

KAMl 土器付着炭化物 (内面,口凄)

KAM4 土器付着炭化物 (内面,胴)

KAM5 土器付着炭化物 (内面,口簿)

KAM6 土器付着炭化物 (外面,底部)

KAM8 土器付着炭化物 (内面,胴)

KAMIO 土器付着炭化物 (内面,口練)

KAM12 土器付着炭化物 (内面,胴)

SAMl 土器付着炭化物 (外面,口撫)

SAMZ 土器付着炭化物 (外面,口簸)

SAM3 土器付着炭化物 (内面,口簸)

SAM4 土器付着炭化物 (内面,口線)

SAMS 土器付着炭化物 (内面,口隷)

SAM6 土器付着炭化物 (外面,胴下半)

SAM7 土器付着炭化物 (外面,口簿)

SAM8 土器付着炭化物 (内面,口隷)

SAM9 土器付着炭化物 (内面,口線)

SAM10 土器付着炭化物 (内面,口舟)

SAM12 土器付着炭化物 (内面,胴)

出土遺跡

神居古漬

神居舌港

沖居舌港

沖居古津

神居舌港

沖居舌港

沖居古薄

緑町4遺跡

緑町4漣跡

撞町4遺跡

錦町5速跡

神居舌浮

錦町5遺跡

旭町1遺跡

旭町1遺跡

錦町5速跡

旭町1遺跡

旭町1遺跡

11世寿己

10-11世紀

10世妃前半

10-11世紀

不明

7世紀

7世紀

10世兄前半

9世紀末

10世紀8-Tm前後

11世紀後半

10世紀後半

11世だ中葉

11世点前半

43.2

13.1

43.4

31.1

JS.一4-･6獅㌫27･6m.…崇

TTSO炭化ソバ豊里遺跡目せ托44
.
7

TTSE 炭化繊維 豊里遺跡 11世紀 45.9
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3､実験

試料調製の手順を示す｡まず､土器に付着した炭化物をステンレス製のスパーテルを用い

て削り取った｡採取した試料の重量を測定した後､埋蔵中に炭化物が受けた汚染を取り除く

ためのAAA (酸-アルカリ-酸)処理を行ったo酸処理では､試料を1.2NHClに浸し､溶

液を交換しながら 1-2日間ホットプレート上で加温 (60-To℃)し､炭酸塩などの汚染物

を除去した｡次に 1.2NNaOH を用いて同様の処理を行い､フミン酸などを除去した｡汚染

物質の溶解に伴い溶液は褐色を呈するが､これが観察されなくなるまで NaOH による洗浄

を続けた｡再び 1.2N HClに浸し､1-2日間ホットプレート上で加温 (60-70℃)した｡処

理後の試料を蒸留水で洗浄した後､真空デシケータの中で乾燥させた｡この AAA処理の収

率をTablelに示す｡vycor管に約7mgの試料と共に500-650mgのCuOを入れ､真空にし

た後に封管した｡電気炉で加熱 (850℃､約4-5時間)することで､試料を酸化させC02に

変換した｡Vycor管を真空ラインに接続し､液体窒素､エタノール､nペ ンタンを冷媒とし

てC02の精製を行った｡このとき精製したC02の一部を､613C値測定用の試料とした｡

精製したC02を､H2 (C02の2倍当量)と､触媒である鉄粉 (精製後の炭素重量とはぼ同

量)と共に9mmd)のVycor管に封入した｡鉄粉の入っている管の下端部を650℃で約6時間

加熱することにより､グラファイトを合成して､これをアルミニウム製ホルダーに充填し､

14C年代測定用試料とした｡炭化ソバ､炭化繊維についても同様の調製を行った｡

各試料から合成したグラファイトについて､名古屋大学年代測定総合研究センターのタン

デトロン加速器質量分析計2号機によって 1℃ 年代測定を行った｡得られた 14C年代から

Im CAL98(Stuiveretal.,1998)によって較正暦年代を算出した｡また､気体用質量分析計

(FinniganMAT社製,MAT-252)を用いて613C値の測定を行ったO

4､結果

14C年代測定の結果をTable2に示す｡また､較正暦年代と､遺跡もしくは土器型式の示す

考古年代との比較をFig,2に示す｡
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Table2 14C年代測定結果

∂13C億 【‰】(士1α)
-19.2±0.1

-24.9士0.1

122.4士0.1

-18.2±0.1
-21.0士0.1
-1879±0.1

-23,2土0.1

較正暦年代fca暮AD](士1g)
417(426)433

722()742,770(776)779

256(260)264,270(280,292,297)304,316(322)340

31()39,53(70)80

414(424)431

資料名 14C年代 【BP】(士1α)
KAMl 1615士19

KAM4 1241士18

KAM5 1739士20

KAM6 1939士19

KAM8 未測定

KAM10 1622土17

KAM12 未測定

SAM1 1642士18

SAM2 1769士21

SAM3 未測定

SAM4 1674士17

SAM5 1821士19

SAM6 1750士18

SAM7 未測定

SAM8 1142±18
SAM9 1890士18

SAM10 1576±16

SAM12 1853±19

402(416)426

239(250)259,281()290,298(305,315)321

345()369,380(393)412
133()205,205(222)239

244(Z58)262,277(283,287,300,320)337

889(894)900,919()958
81(91,98,126)130

431(439,452,462,519,528)535

128(132)184,186()216

-24.5士0.1

-24.4士0.1
-22.1士0.1

-19.4±0.1
-20.4士0.1

-24.1±0.1

-23.2士0.1

未測定

-22.7士0.l

-20.5士0.1

-20.oよo.1

TTSO 959士16 1025(1034)1040,1098()1116,1141(1145,1145)1152 -25,9±0.1

TTSE 1240±18 723()741,771(776)780,795()795 -24.4士0.1

天塩郡豊吉炭化植物
上磯町藻文土器

炭化繊維
炭化ソバ

0 200 480 600 台00 1000 1200

-･遺跡 (土器)の考古年代 較正年代 lcalAD]

Fig.2 較正暦年代と考古年代との比較

-108-



5､考察

天塩郡豊里遺跡出土の炭化ソバの 14C 年代は､11世紀という遺跡の考古年代とよく一致し

ているO植物の種子の 14C 年代は一般に考古年代とよく符号するが､その理由は､種子や繊

維は生育期間が短く､採取された時期と遺跡の使用年代がほぼ一致するためである｡今回､

炭化繊維の 14C 年代が考古年代より古い結果となったことについては､測定例を蓄積した上

で再度倹討を要する課題であると考えている｡また､旭川市周辺遺跡の土器から採取した炭

化物試料の 14C 年代は､総じて考古年代より数百年古い結果であることがわかる｡しかし､

それぞれの考古年代とのずれ幅を比較してみると､試料によってばらつきがあり系統的な誤

差ではない｡

このように土器付着炭化物の 14C年代は､すべて考古年代より古くなる結果が得られたが､

その原因として､海洋リザ-バー効果が考えられる｡Fig.3に示されているように､植物遺

体の2点に関しては-25‰前後という､C3植物が示す613C値が得られている｡一方､土器付

着炭化物の613C値は-17--25‰までの範囲をばらつく結果を示しており､これらが海産物
起源の炭化物であった可能性が示唆されている｡
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Fig.3試料の613C値
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道南沿岸部の貝塚から出土した鹿の骨とオットセイの骨の 14C 年代測定によって北海道の

海洋リザーバー効果の見積もりを行った研究がある (Yonedaetal.,2001)｡ ここでは海獣 (オ

ットセイ)の 1℃ 年代値が陸生動物 (鹿)に比べて 600年～800年古くなることが示されて

いる｡本研究の結果では年代のずれが 100 年～900年と､幅をもって現われているが､付着

炭化物の内容物が陸生のものと海産物の混合物であったためであると思われる｡

内陸部の旭川市周辺の遺跡は石狩川沿いに分布している｡石狩川はサケの遡上河川であり､

擦文時代の遺跡はサケの漁場や産卵場のすぐ傍に住居を構える形をとっている｡これはサケ

を大量に捕獲し交易品としていたためではないかと考えられている｡つまり､擦文時代の上

川盆地ではかなりサケ漁に依存した生活体系が営まれていたといえる (瀬川,2003)｡今回の､

土器付着炭化物の 14C 年代に総じて海洋リザーバ-効果の影響がみられるという結果は､沿

岸部からもたらされた海産物だけではなく､石狩川で捕らえたサケを土器によって加熱処理

していたことを示唆していると考えられる｡

6､課題

以上の結果から､.内陸の遺跡の土器付着炭化物の 14C 年代にもリザーバー効果が現われる

ことが判明したOこのため擦文時代の実年代を決定するためには､植物遺体などの､リザー

バー効果の現れない陸生の遺物の 14C 年代測定を行う必要がある.また旭川市の擦文土器で

はリザーバー効果は系統的な誤差として現われていないが､他地域､他時代の遺跡から出土

した土器付着炭化物の 1℃ 年代測定を行うことで､生業のあり方の地域性､時間変化に関す

る新たな知見を得ることができると考えられる｡
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KayakoHONJOl),TakuroSEGAWA2),HirotakaODA3),YukaNAKADA4),

GenSAWAI5),KazuyukiNAKAMURA6),TakashiTAKEUCHI6)andToshioNAKAMURA3)

i)GraduateSchoolofEnvironmentalStudies,NagoyaUniversity

2)AsahikawaCityMuseum

3)CenterforChronologicalResearch,NagoyaUniversity
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Abstract

SatsumoncultureflourishedinHokkaidoandTohokuareasischaracterizedbytheuseof

Satsumonpottery.TypologlCalanalysesofSatsumonpotteryandB-Tm volcanicashes
I

excavatedfromSatsumonsiteshaveprovidedthechronologlCalinfomationonSatsumon

period･Theseanalysesproviderelativesequenceofdate;accordingly,thereremainsa

questiononthecalendarageoftheearlyandtheterminalstagesofSatsumonperiod.Dating

methodsbasedonnaturalsciencewouldcontributetoinvestigationofthecalendarage･Inthis

study,14cagesof2carbonizedplantmattersand14Carbonaceousmaterialsonthepotshards

excavatedfromSatsumonsitesatAsahikawaandToyotomiareasinHokkaidoweremeasured

byacceleratormassspectrometry(AMS).Their♂ 13cvaluesweremeasuredwithanisotopic

massspectrometer･Each14cageofthecarbonaceousmaterialontheshardshowsolderage

thanthearchaeologicalageofthepottery.AlthoughAsahikawacityislocatedinKamikawa

basin,theinlandareaofHokkaido,the ∂13cvaluesindicate也atthesecarbonaceous

materialsorlglnatedfrom themarineproducts･TheIsikariRiverwheresalmonsrunfor

spawningflowsthrough Kamikawabasin.ItissuggestedthatSatsumonpeopleatAsahikawa

hadengagedinfishingofsalmonsfortrading.Therefore,thesystematicagedifference

betweenthearchaeologlCalageand14cageisduetothemarinecarbonreservoireffectof

salmon.
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